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1 ． 事 例  

道 路 横 断 構 造 物 ( 排 水 用 B O X ) B 4 . 0 m × H 2 . 0 m 、 L = 2 0 ｍ 、

1 ブ ロ ッ ク 長 1 . 5 m 、 1 ブ ロ ッ ク を 2 分 割 し 製 作 。  

2 ． 設 計 上 の 留 意 点 と 対 策  

1 ) - 1  留 意 点 ： 構 造 系 の 変 化 へ の 対 応  

P c a 部 材 の 製 作 ・ 施 工 時 と 供 用 時 と で 構 造 系 が 変 化

し 、 断 面 力 の 大 き さ や 最 大 値 の 発 生 箇 所 が 変 わ る 場 合

が あ る 。 上 記 事 例 で は 、 製 作 形 状 や 接 合 方 法 に よ り 接

合 部 で 大 き な 曲 げ モ ー メ ン ト が 生 じ る 可 能 性 が あ る 。  

1 ) - 2  対 策 ： 構 造 系 の 変 化 を 十 分 考 慮 し 、 部 材 厚 さ や

配 筋 量 の 決 定 を 行 い 断 面 耐 力 の 確 保 を 行 う 。 接 合 方 法

に よ り 接 合 部 の 荷 重 伝 達 性 能 を 決 定 し 、 供 用 時 の 構 造

解 析 を 実 施 す る 。 施 工 時 の 部 材 吊 り 下 げ 位 置 の 選 定 に

お い て も 施 工 時 と 供 用 時 の 構 造 系 変 化 を 考 慮 す る 。  

2 ) - 1  留 意 点 ： 部 材 接 合 部 で の 要 求 性 能 の 確 保  

偏 荷 重 の 有 無 、 水 密 性 の 要 不 要 、 地 盤 条 件 に よ る 不

同 沈 下 へ の 対 応 な ど 、 構 造 物 の 供 用 条 件 や 荷 重 状 態 、

周 辺 条 件 を 十 分 考 慮 し 、 部 材 接 合 部 で の 要 求 性 能 を 確

保 す る 必 要 が あ る 。  

2 ) - 2  対 策 ： 接 合 部 の 形 状 や 材 質 、 接 合 方 法 に つ い て

は 、 要 求 性 能 を 適 切 に 設 定 し た 上 で 、 応 力 の 伝 達 や 止

水 性 、 耐 久 性 、 施 工 性 を 十 分 に 考 慮 し 設 計 を 行 う 。 接

合 部 は 主 荷 重 に よ る 断 面 力 や 荷 重 に よ る 変 動 が 小 さ い

と こ ろ に 設 け る の が 望 ま し い 。  

以 上  


